



















Lの意昧は[papa: 幼児の粥 verum: 真の
somniferum : 睡らせるL: Linneで命名者の
名］で、 昔、 なかなか寝付かない子供を眠ら
せるために、 粥にケシの乳汁を混ぜて与えた







さ10-50cm、 輻5 -20cmと大きく、 縁に粗
い切れ込みがあり、 さらに葉の甚部は茎を抱
いているのが特徴です。 5-6H頃に10cm
程度の白、 赤、 紫等の花を開き、 花弁は通常
4枚てす。 この種類はさらに幾つかの系統に
別れます。 主に白花、 白色の種子を生じる変
種Papaver somniferum L. var. arbum DC. 
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（一 貰種の系統）、 紫花または赤化で、 暗色
種 —fの変種Papaver somniferum L var. 
nigrum DC. (トルコ種の系統）、 そして花
の形状は一屯、 八重、 花弁が細裂のものもあ












わりも良いので、 ポピ ー シ ードと言われ、 煎
って食用、 油脂原料（クッキ ー 、 ケ ー キ、 パ
ン等の策了類や肉、 魚料理）等に用いられ ま
す。 お馴染のアンパンの上についている白っ













種が作り/I', され、 この品種は 反(lOa) "1 
たりの生産鼠が 一 貫匁(4kg)あるという
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4. 薬、 茎、 つぼみなどの外観は、 キャベッ
の薬のような白味を帯びた緑色をしていま
す。


















※ 八重咲きの花は、 「ぼたんげし」、 また







2. 花は、 花びら4枚で、 色は薄紫や赤があ
り、 ソムニフェルム種よりも小形です。
3. 開花期の草丈は50-lOOcm です。























3 花びらのすぐ真下に4-6枚の ハ カ マ
（芭槃）があります。 これは、 果実が出来
て、 果実の下の茎（果梗）が枯れるまで残










7. 果実は、 表面に毛がなく、 百緑色です。




































7. 果実は、 表面に毛がなく、 青緑色です。









2. 花 はケシ、 ハ カマオニゲシに比べて小さ
く可憐で、 径7-8cm、 色は赤、 桃、 橙、
黄、 白などで花びらは4枚です。
3. 草丈は70-80cmくらいです。
4. 葉、 茎、 つぼみの 表面 には、 長く粗い毛
がついています。









1. 秋に種子をまき、 翌年初夏に、 または春
先に種子をまいて初夏に花が咲きます。
2. 花は、 ケシ、 ハ カマオニゲシに比べて小
さく可憐で、 径6-8cm、 色は紅、 橙、
桃色などで、 花びら4枚 の 一重咲きと八重
咲きのものがあります。
3. 草丈は50-80cmくらいです。
4. 築、 茎、 つぼみは緑色で表面は細かい多
数の 毛で製われています。
5. 葉には深い切れ込みがあります。
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